
SCG011-13 会場:304 時間:5月 25日 11:45-12:00

衛星による地震電磁気観測の現状と近年の成果
Present status and results: Satellite observation of seismo-electromagnetics
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今世紀に入り、ロシアが世界初の地震電磁気観測衛星：Kompassの打上げを実施するなど、様々な国が地震電磁気現
象の観測を目的とした衛星を運用及び計画している。
マグニチュード７以上の大地震は、全球で年間平均 16回発生しており、衛星を用いれば短期間に大地震とのイベント

データが取得できるため、これが各国で衛星や宇宙ステーションからの観測を実施・計画している大きな理由となって
いる。
発表では近年の宇宙からの地震電磁気観測の成果と、今後の計画について発表する。
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